
第 76 回  

2019 年 9 月 10日 

公益社団法人日本技術士会 ＣＰＤ行事 報告書 

開 始 日 時 2019 年 9月 7 日（土）  １４時００分 

終 了 日 時 2019 年 9月 7 日（土）  １６時３０分 

名 称 第 76 回 ＣＰＤ防災講演会 

主 催 者 公益社団法人日本技術士会 千葉県支部 

開 催 場 所 千葉市市民会館 ４階３・４会議室  

行 事 内 容 

1. 主催者挨拶 （副支部長） 

2. 話題提供「福島県浜通りのその後の現状」 講師：北村昌文氏 

（前復興庁福島復興局復興支援員、支部防災支援チーム） 

3. 本講演 「被災地の健康管理と支援体制づくりー発災から復旧・復興、平時へと繋ぐ 

持続的な取組」 講師： 宮崎 美砂子氏   

（千葉大学副学長、大学院看護学研究科教授） 

参 加 人 数 ４３名 (内非会員3名) 

 

講演概要：東日本大震災から８年以上、阪神淡路大震災から２４年が経過し、３年前は熊本地震があった。福島

県では被災地では復興が進むとともに、災害に伴う肉体的、精神的な被害を受け、震災関連死が未だに増加し

ている。本講演では地震の被災地の自治体の保健師の活動に焦点を当てた話で、災害時の急性期の医療活

動に多くのマンパワーが投入され関心も高いが、その後の中長期におよぶ持続的な住民の健康管理（二次的

健康被害の予防、公衆衛生活動）の取組が重要と力説された。また、災害時の外部支援者との連携・協働及び

受援のための体制づくり、外部支援者の基本姿勢、災害に対する備えについてわかりやすく説明された。 

  

 副支部長挨拶                     本講演の様子 

  

話題提供の様子                  質疑応答の様子 



 


